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サツマイモ　英名：Sweet potato　分類：ヒルガオ科サツマイモ属に属するつる性植物
　学名：Ipomoea batatas L.

・�原産地：南アメリカ大陸、ペルー熱帯地方が原産。
・�温度適応性：熱帯性の高温作物。38℃以上で生育が鈍る。
・発芽適温：地温 15℃以上で発根。
・�生育適温：15 ～ 35℃が生育適温。イモの肥大に適する温度は、20 ～ 30℃の範囲。
・光適応性：強い光を必要とする。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、通気、排水良く有機質に富む深い耕土が良い。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph6.0 ～ 6.5）。
・花芽分化と抽苔：花はアサガオと同様な淡紅色で、直径が 3～ 5cm、長さが 2.5 ～ 3cm。
   熱帯・亜熱帯ではよく開花するが、温帯では開花がしないか開花しても結実しない。

・作型別栽培方法
苗�の育苗：無病の種イモを確保し、萌芽するまでは 30℃の比較的高温に管理し、萌芽後は、
日中 22 ～ 25℃、夜間 18℃程度とする。
採�苗：萌芽から成苗までの日数は 40 日前後で、苗長 25 ～ 30㎝・7～ 8節、葉が十分に展開
しているのを成苗とし、圃場に植え付ける。

（１）�ハウス・トンネル栽培：暖地において、5月からの高値の時期に出荷を考える作型。育
苗開始時期は前年の 10 ～ 12 月で冬期に至るため電熱線を利用して地温を確保し、ハウ
ス内育苗とする。ハウス・トンネル内に畝立て、ポリマルチを行った後、12 ～ 2 月上
旬に植付ける。4月になりハウス内気温が 30℃を超えるようになれば換気を開始する。

（２）�早堀りマルチ栽培：7 ～ 9 月に掘り取りを行う作型。地温を上げてイモの肥大を促進す
るため、ポリマルチを使用する。育苗は 2月上旬から、定植は遅霜の恐れが無くなる 4
月から行う。暖地に有利な作型である。あらかじめポリマルチを敷いて地温をあげてお
き、マルチの一部を破ってそこに苗を植える。

（３）�普通栽培：掘り取りは、10 月以降に行われ、一部が貯蔵され 6月まで出荷される作型。
植付けは 5～ 6月に行われ、雑草防止のために黒ポリマルチを使用する。
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